
＃LGBTQI
人は、自分が経験したこと以外は、なかなか実感としてわかりにくいものです。LGBTQIの人に

ついての理解もそうではないでしょうか。最近、学校やメディアでとりあげられることが増え、知

識としては知っていても、実際に当事者の人がどのように感じ生活しているのかということを想像

するのは困難です。そんな時、小説や当事者が書いた本を読むことが理解の助けになることがあり

ます。

『ぼくがスカートをはく日』

エイミ・ポロンスキー：著 学研プラス 2018年

主人公のグレイソンは、自分は女の子だと思っている男の子です。

でもそれは誰にも言えない秘密。ひそかに自分は今ワンピースを着ていると思い

込んだり、かわいいお姫様の絵を描いたりする日々。おとぎ話にでてくるような

ドレスを着てみたい。けれどだんだん想像力だけではどうしようもない体つきに

なってくることに絶望している。そんな時、学校の演劇オーディションがあり、

グレイソンは女神の役に立候補する決心をするのです。

育て親であるおばさんは女神の役をやめさせようとする。からかってくる同級生

や距離をおくようになった友だちがいる一方で、受け入れてくれる演劇の仲間たち

もいる。自分だったらどんな行動をするか考えながら読んでみてはいかがでしょうか。

『ゲイだけど質問ある？』 鈴掛真：著 講談社 2018年

ゲイであることをオープンにしている短歌作家・鈴掛真さんが、同性愛者に対して抱

かれている様々な疑問に答えていく一冊です。「いつ、ゲイだと自覚したの？」「女性に

は全く興味ないの？」などの素朴な疑問から、鈴掛さんの恋愛経験、社会の中でどん

な言葉に傷ついてきたかなど、ゲイとして生きてきた中で生じたさまざまな思いが、

まるで近所のお兄ちゃんと話しているような気さくな口調で語られます。

鈴掛さんの言葉からは、ゲイだからといって決して特殊な人なのではなくただ恋愛

対象が同性であるだけのことなんだと気付かされます。実際、この本に収録されてい

る鈴掛さんの恋の短歌は、同性愛者・異性愛者関係なく共感できるものになっています。

『ぼくがスカートをはく日』は児童文学ですので小学高学年から、『ゲイだけど質問ある？』

は中学生から読めます。

「＃LGBTQI」とは

LGBTという言葉は、セクシャルマイノリティの一部のかたちであるL＝レズビアン、G=ゲイ、B=バイ

セクシャル、T=トランスジェンダー、の頭文字をとったものです。それらに含まれない形の総称として研

究者や書籍によって、Q=クエスチョニング（LGBTに含まれない形）、身体の性別の特徴が一般的に定め

られた「男性」「女性」どちらかであるといえないひとを I=インターセックスと表すことがあります。

参照 『はじめて学ぶLGBT 基礎からトレンドまで』 石田仁：著 ナツメ社

『性の多様性ってなんだろう』 渡辺大輔：著 平凡社 （図書資料室司書）
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本国、デンマークでは国中ほとんどの小学生が映画館に足を運んだという人気の映画です。主人公のエ

リックは本もたくさん出版している有名な児童心理学者。エリックが語る人間学的理論は多くの教育機関

でも実践されています。

独身で、子育ての経験も全くないエリック。ある日、妹夫婦が夏休みをとる間、彼らの5人の子どもたち

の面倒をひとりで見ることになります。上は17歳から下は3歳までのいたずら盛りの5人を前に彼の児童心

理学の理論は全く意味をなしません。でも、エリックのなんともいえないオトボケぶりは、5人の子どもた

ちに温かくやさしい気持ちをもたらします。

そんな時、妹夫婦が住んでいる家に買い手がつきそうになります。家を売りたいと思っている両親の気

持ちとは裏腹に、子どもたちは何とか家が売れないように知恵を絞って阻止しようとするのです。もちろ

ん、エリックも一緒に。さぁ、みんなは阻止できるでしょうか？子どもたちの結束力が強く、大小さまざ

まないたずらを繰り広げます。子どもに振り回されているけど、それに気づいていないエリック。夏のデ

ンマークが舞台で綺麗な景色にも注目で緑がキラキラ輝いています。ほのぼのとした笑いが欲しい時、少

し元気がない時におすすめです。世界各国のキンダー・フイルム・フェスティバルでも数々の賞を受賞し

ている素敵な作品です。 （窓口担当）

次回のご案内 G-NET シネマ 4 月15日（土）「グッモーエビアン」

ファシリテーター：久保川 雅子 さん

ジェンダー最前線（第5号２０２3．2）

＃あなたの感想を聞かせてください

「マイ・シスターズ・キッズ」

第6弾

特定非営利活動法人 男女共同参画をすすめる会・IYOU淡海 理事長 吉岡 康子
〒523-0691 滋賀県近江八幡市鷹飼町105-2
TEL 0748(43)1620 ／ FAX 0748(43)1621  ／ E-mail npo_iyou_oumi_2008_4@lily.ocn.ne.jp

「ジェンダー最前線」は、日々の暮らしの中で、ジェンダーを身近に感じてもらえるよう、ジェンダーを取り巻く動きや、イベントなどをご紹介
します。お読みになった感想、イベントに参加された感想、こんなイベントがあればよい等々、是非お声を聞かせてください。

（E-mail）npo_iyou_oumi_2008_4@lily.ocn.ne.jp
参加申込書に必要事項をご記入の上、お申し込みください。

2001年/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/81分/監督：ﾄﾏｽ・ﾋﾞﾙﾑ・ﾔﾝｾﾝ/出演者：ﾋﾟｰﾀｰ・ｶﾞﾝﾂｪﾗｰ 他

2022年12月17日上映

グッモーエビアン
◇あらすじ
超・自由人、元パンクロッカーの母、真面目
な女子中学生の破天荒一家が織り成す
感動ムービー。

◇監 督：山本 透
◇上映時間：106分

※ 無料託児あり
６か月～就学前

（７日前までに要予約）

3月1日（水）10時～11時30分

気軽にコミュニケーション
～あなたも聞き上手に～

「話し上手は聞き上手」
気軽におしゃべりしながら、気持
ちよく会話するための、いろいろ
な聞き方を体験しませんか？

託児無料！

お気軽に
ご参加く
ださい！
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